
地域のひろば推進事業地域のひろば推進事業

申請受付中

　公民館など地域の中のだれでも集ま
れる場所で、健康づくりや介護予防の
ために、地域の皆さんが自主的な集
い・交流の場を創出できるよう推進す
る事業です。
(地区自治公民館・自治会の人口規模や
活動に応じて、補助金が交付されます。)

≪地域のひろば推進事業　相談日≫
　ご自身の地域で、サロン

活動（お茶のみや体操な

ど）をしてみたい！どのよう

な事業か詳しく知りたい！

という方を対象に

相談日を設けます。

　お気軽にお越し

ください。

この広報誌は、皆様からお寄せいただいた共同募金の配分金で発行しています。

　地域で行われている活動や

社会福祉協議会からの情報を

のせています。

　ぜひご覧ください。

このQRコードを読み込んでね➡

令和８年６月23日

85

 

https://kirisha.jp/

国分支所(本所)

溝辺支所

横川支所

牧園支所

霧島支所

隼人支所

福山支所

７月17日(金)

７月21日(火)

７月23日(木)

７月24日(金)

７月27日(月)

７月29日(水)

７月30日(木)

相談日
時間(9:00～11:00)

国分総合福祉センター

溝辺ふれあい温泉センター

横川健康温泉センター

牧園福祉センター

霧島総合支所

霧島市商工会館

福山公民館

開設場所
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　令和８年度事業計画及び予算は、令和７年３月策定の本会中期経営計画（第１次）を基に作成し、去る令

和８年３月10日の理事会、同25日の評議員会において承認されました。

　なお、中期経営計画に記載されている目標、経営理念及び基本方針は次のとおりです。

１．目標
　「ともに生きる豊かな地域社会の実現をめざして」

２．経営理念
　①　地域住民やボランティア、民生委員・児童委員、社会福祉法人・福祉施設、ＮＰＯ、企業等の地域の

　　あらゆる団体・組織の相互理解と協働によって、市民参画型の地域社会の実現を目指します。自らの連

　　携・協働の場としての役割を十分に認識し、地域住民の立場に立って地域生活課題を共有しながら、地

　　域住民が主体的に地域生活課題について考え、できるだけ身近な地域の中でそれが解決できる仕組みづ

　　くりを創出します。

　②　誰もが地域社会の一員として尊厳をもった生活が送れるように、支援を必要とする人の生活状況や思

　　いを把握するとともに、潜在化しがちな狭間にあるニーズもくみ取った福祉サービスの実現を目指しま

　　す。

　③　制度の狭間にある課題も含めて、事務事業を通じて地域生活課題をとらえ直し、地域住民やあらゆる

　　団体・組織に働きかけ、新たな福祉サービスの開発、必要となるネットワーク構築に継続的に挑戦しま

　　す。

　④　社会環境が激しく変化する時代において、地域社会に責任をもって貢献していくために、組織の理念、

　　目的、目標、体制、規範を整え、持続可能な経営を目指します。

３．基本方針
　①　地域に開かれた組織として、経営の透明性と中立性、公正さの確保を図るとともに、情報公開や説明

　　責任を果たし、地域社会の支持・信頼を得られるよう、積極的な情報発信を図ります。

　②　事業の展開にあたって、社協には「連携・協働」の場（プラットフォーム）としての役割があること

　　を十分に認識し、地域住民や関係機関・団体等、あらゆる関係者の参加と協働を徹底します。

　③　事業の効果測定やコスト把握等の事業評価を行い、効果的で効率的な経営はどうあるべきか研究を進

　　めます。

４．令和８年度の重点事項
　①　商工会議所、商工会加盟企業を中心とした特別会員制度の周知を通じて、経営基盤の支えとなる安定

　　的な自主財源の確保を図ります。

　②　重層的支援体制整備事業の受託を開始し、潜在化しがちな制度の狭間にあるニーズを掘り起こし、地

　　域共生社会の実現に向けた歩みを進めます。

　③　未曽有の大雨災害を機に、普段からの備えはどうあるべきか検証を行い、霧島市と連携して既存の社

　　会調査票（福祉台帳）の抜本的な見直しを行います。

【主な取り組み】
 総務課

〇理事会・評議員会・監事会等を開催し、経営方針や制度対応等に対し、迅速かつ効果的な法人の業務執行

　及び意思決定を行う。

〇市民の地域福祉活動に対する理解と認識をより一層深め、『社協会員』の継続加入と新規加入を促進し、

　自主財源の確保を図る。

 地域福祉課

〇変化していく社会の中で、持続可能な地域の姿を見据え、「①人と人とがつながり関わり合う場・機会の

　創出支援」や「②住民主体の支え合い・助け合い活動の推進」を継続すると共に、「③世代や分野を超え

　た多様な主体とつながり、協働していく体制」を整える。

 成年後見センター

〇成年後見制度に関する説明や相談に応じ、出前講座等を通して普及・啓発を図る。

 事業課

〇主に食事作りが困難で栄養が偏りがちな方等の栄養改善や、在宅生活で見守りが必要な方を中心に「配食

　サービス事業」を実施する。

〇地域全体で子育てを支援する基盤を形成するため、地域子育て支援センター「つどいのひろば」を運営す

　る。

〇障害や疾病により自宅浴槽での入浴が困難な方に対し、「訪問入浴介護」サービスを提供する。

令和７年度
霧島市社会福祉協議会　事業計画・予算

令和８年度
霧島市社会福祉協議会　事業計画・予算
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令和８年度予算

（千円）
757,837

収 入
令和８年度予算

（千円）
757,837

支 出

会費収入（社協活動にご理解、ご協力頂く市民、
企業、団体からの会費）

11,000千円　1.5％

法人運営・共同募金配分金・
ボランティアセンター活動・

すこやか支えあい（金婚式）事業
100,063千円　13.2％

福祉サービス利用支援・
成年後見制度

18,437千円　2.4％

生活福祉資金貸付・
生活福祉資金相談支援・

小口貸付
20,437千円　2.7％

老人給食・地域生活配食・
自立支援配食

131,884千円　17.4％

地域子育て支援センター・
児童デイサービス・
緊急通報体制整備・

重層的支援体制整備事業
36,685千円　4.8％

国分総合福祉センター運営・
隼人総合福祉センター運営・
溝辺ふれあい温泉センター・

横川健康温泉センター・
霧島温泉健康増進交流センター

134,446千円　17.8％

地域包括支援センター運営・
認知症初期集中支援推進・

認知症地域支援・
ケア向上・家族介護交流会

257,755千円　34.0％

基幹相談支援センター運営
25,220千円　3.3％

生活支援体制整備・
地域のひろば推進

24,630千円　3.3％

訪問入浴介護・物品販売
8,280千円　1.1％

寄附金収入（社協活動にご理解、ご協力頂く市民、
企業、団体からの寄付）

9,096千円　1.2％

経常経費補助金収入（市、県社協からの補助金、
共同募金配分金）

72,955千円　9.6％

貸付金収入（貸付事業の
償還金収入）

3,000千円　0.4％

事業収入（各種事業の
利用料や手数料）

14,018千円　1.8％

介護保険事業収入
42,316千円　5.6％

その他の活動収入（利息、雑収入）
21,988千円　2.9％

受託金収入（市・県社協からの委託金）
583,464千円　77.0％

収入・支出

 地域包括支援センター

〇各種相談を総合的に受け付け、制度やライフステージに合わせた支援ではなく、一人の「人」としての生

　活及び人生の全体性に合わせた支援につなげる。

〇地域住民の力や行政・医療・保健・福祉・教育等の分野にとどまらない、多様なネットワークの構築を目

　指す。

 基幹相談支援センター

〇本人や家族、地域住民等からの障がい者・障がい児に対する各種相談を総合的に受け付け、制度横断的な

　支援につなげる。

〇行政・医療・保健・福祉・教育・就労等の専門職や関係者、地域住民等との連携を推進し、多様なネット

　ワークの構築を目指す。

 企画経営課

◯社協サポーター制度の広報を強化し、一般企業を含め広く市民の皆さんの社協活動への理解を深める。

◯子ども・障がい・高齢・生活困窮など分野を超えて複雑化した課題を解決するため、行政や関係機関と連

　携し、重層的支援体制整備事業に取組む。

　社協では、市内の企業、事業所様及び社協事業を応援してくださる個人を対象に、特別会員の募集を

行っておりますので、是非、ご検討ください。

　年会費　事業所（法人、企業）　１口　5,000円

　　　　　個　人　　　　　　　　１口　1,000円

　専用の振込用紙（法人、企業の皆様には送付済み）にて、郵便局から手数料無料でお振り込みいただ

けます。法人、企業の場合、特別会費は寄附金同様、その全額が損金算入されます。

　これまで、すでに記載の皆様には、ご協力いただきました。誠にありがとうございました。

　（広報誌への記載可とされた皆様のみ敬称を省略して掲載しています。）

　㈲河内菌本舗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮫島　宗紀(個人)

　(特非)あいがと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　㈱エム・エム・シー

　スミドレン　橋元康秀(くらしのパートナー霧島・姶良店)　 　　㈱櫻木組　鹿児島支店

　㈲鹿児島丸二陶料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲鹿児島県防災保守点検センター

　㈱隼人圧送　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲YOSHIDA　DREAM

　アクアテック㈲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島中央観光バス㈱霧島営業所

　㈱きりしま機電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カミチクファーム稲垣農場

　神宮前茶屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲荘厳社

法人、企業、市民の皆様、
社協サポーター（特別会員）としてご協力いただけませんか。
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令和８年４月１日現在の組織図は、以下のとおりです。よろしくお願いいたします。

福山公民館内

牧園福祉センター内

霧島田口8  4
霧島総合支所内

5290 61

成年後見センター

企 画 経 営 課

地域福祉活動推進係

生活福祉資金係

福祉サービス利用支援係

成年後見制度推進係

企 画 経 営 係

地域くらし・ささえあい係

子育て支援係
（子育てサロン）

ボランティアセンター係

55 9995

55 9995
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事 務 所 移 転 のお知 らせ

いつも地域包括支援センターの活動にご理解とご協力をいただきあり
がとうございます。このたび、令和8年４月１日より霧島市地域包括支援セ
ンター国分北支所は下記のとおり事務所を移転することとなりました。今
後ともよろしくお願いいたします。

移転日：令和８年４月１日（水）

旧事務所 新事務所
〒899-4301

霧島市国分重久361-1

電話：0995-64-0667

〒899-4305
霧島市国分郡田711（瑞祥園内）

電話：0995-70-7120

霧島市地域包括支援センター 一覧

本所

国分北支所

国分南支所

溝辺支所

横川支所

牧園支所

霧島支所

隼人北支所

隼人南支所

福山支所

48 - 7979

70 - 7120

46 - 3717

58 - 2365

72 - 9718

78 - 3387

57 - 0100

55 - 1255

43 - 2363

64 - 7165

介護のことが分からない／家族の物忘れが心配／一人暮らしの親の生活が心配…
などのお悩みはありませんか？

重久保育園

重久郵便局

重久橋

東そのやま
地区コミュ
ニティ広場

バス停：重久保育園
（鹿交 ふれあいバス）

国分北支所
国分重久361-1

コスモス

タイヨー 青葉クリ
ニック

バス停：久保田
（鹿交 ふれあいバス） 国分北支所

国分郡田711
鹿交 ふれあいバス）

移転

　地域包括支援センターは、高齢者等や家族の

ための総合相談窓口です。

　保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャーな

どの専門職が、介護や生活の困りごとや、認知

症の相談などを受け付け、住み慣れた地域で安

心して暮らせるよう支援します。
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令和8年度「サマーボランティア体験月間

（７月から８月）」がはじまります

令和8年度「サマーボランティア体験月間

（７月から８月）」がはじまります

令和8年度「サマーボランティア体験月間

（７月から８月）」がはじまります

地域で生き活き活動体験
対象：小・中学生　　会場：国分総合福祉センター

①　まちをきれいに～みんなでごみ拾い～
　〇会場周辺のごみ拾い　

　〇ごみ処理のしくみを知ろう！！　霧島市クリーンセンター見学

20 ７月11日(土) 9:30～12:00

　市内に通う高校生を対象に、「ボランティア
体験研修」を実施します。
　高齢者施設や児童クラブ等で、２日間のボ
ランティア体験をしていただきます。
　福祉学習や社会体験の機会として、参加し
てみませんか。

体験期間：８月中のうち２日間
事前研修：７月18日（土）10:00～11:30
会　　場：霧島市国分総合福祉センター
申 込 み：市内の高校に別途ご案内をいた
　　　　　しますので、参加を希望される
　　　　　高校生は、担当の先生までお問
　　　　　合せください。

　器用なおもちゃドクターたちと一緒に、おもち
ゃのしくみと道具の使い方を体験！修理でおもち
ゃの大切さを学びましょう。夏休みの宿題のヒン
トがもらえるかも！！
　また、この機会におもちゃ修理を体験しません
か？
　お気軽にご参加ください。

開催日時：８月16日（日）10:00～12:00
会　　場：霧島市国分総合福祉センター
対　　象：◎小学生（定員20名）
　　　　　※親子・兄弟姉妹での参加大歓迎！！
　　　　　◎おもちゃ修理体験⇒どなたでも
　　　　　　　　　　　　　 （年齢制限なし）
申 込 み：下記までご連絡ください。

　社会福祉協議会では、幅広い世代の方々のボランティア活動への参加を促進するため、７月およ

び８月を「サマーボランティア体験月間」と定め、ノーマライゼーションやボランティア活動への

理解と関心を深める機会として、さまざまな取り組みをおこなっています。

　また、活動に参加された小学生・中学生・高校生には、「私のふ

れあいボランティア活動カード」を発行しています。このカード

は、皆さんのやさしさを応援するものです。

　この機会に、一緒にボランティア活動

に取り組んでみませんか。

【お申込み・問い合わせ先】

参加無料

昨年のごみ拾いの様子

内　　　　　容 日　　時

夏休み特別企画

おもちゃのしくみと修理体験

日時：８月３日（月）10:00～12:00

対象：小学生（４年生以上）とその保護者

会場：小浜ヴィレッジ（隼人町小浜28）

①　「夏休み親子で学ぶ！車椅子体験」in 小浜ヴィレッジ
　　　 ～みんなが暮らしやすいまちを考えよう～
　〇体験＆講話　【講師：植山　竜三　様】

15

②　出張きりしまおもちゃ病院＆おもちゃ修理体験
　　　　受付時間：10:00～12:00

内　　　　　容

係
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霧島市社会福祉協議会　地域福祉課

ＴＥＬ：０９９５－４５－１５５７　　ＦＡＸ：０９９５－４７－６１０１

【問い合わせ先】【問い合わせ先】 霧島市社会福祉協議会　地域福祉課

ＴＥＬ：０９９５－４５－１５５７　　ＦＡＸ：０９９５－４７－６１０１

※「きりしま居場所づくり事業」は、皆さまからお寄せいただいた赤い羽根共同募金の配分を受けて実施しています。※「きりしま居場所づくり事業」は、皆さまからお寄せいただいた赤い羽根共同募金の配分を受けて実施しています。

　「サン・カフェ」は、年齢を問わず誰でも気軽に立ち寄って、お茶やコーヒーを
飲みながら、ほっとひと息つける居場所です。参加無料・申込み不要・時間内の
出入りは自由です。気が向いたときに、ふらっとお越しください。

　「サン・カフェ」は、年齢を問わず誰でも気軽に立ち寄って、お茶やコーヒーを
飲みながら、ほっとひと息つける居場所です。参加無料・申込み不要・時間内の
出入りは自由です。気が向いたときに、ふらっとお越しください。

10月８日・22日
８月27日７月９日・23日

【オープン日】第２・第４木曜日　10:00～14:00
　令和８年

【場　　所】霧島市商工会館
　　　　　　（霧島市隼人町内山田1-6-65）

10月15日
８月20日

９月10日・24日 ９月17日
７月16日

【オープン日】第３木曜日　10:00～14:00
　令和８年

【場　　所】霧島市国分総合福祉センター
　　　　　　（霧島市国分中央3-33-10）

きりし
ま居場所

づくり事業

大切なおもちゃの調子はどうですか？
きりしまおもちゃ病院は、下記の日程で開院しています。

令和８年７月８日(水)・19日(日)
　　　　８月５日(水)・16日(日）
　　　　９月９日(水)・20日(日）
　　　　10月７日(水)・18日(日）

※おもちゃの修理は無料ですが、部品代をいただくことがあります。

開院場所：霧島市国分総合福祉センター
　　　　　（霧島市国分中央3-33-10）

受付時間：10:00～15:00

きりしまおもちゃ病院きりしまおもちゃ病院 開 院 日

○心配ごとや悩みごとの解決をお手伝いします。

○相談時間：午後１時～４時（相談は無料で、秘密は堅く守られます。）

心配ごと相談のご案内

令和８年度 鹿児島県介護の入門的研修(姶良・伊佐地域)のご案内
　介護の仕事や介護に関心のある方、介護初心者の方を対象に日常生活に役立つ介護の知識や介護の業務
に携わる上で知っておくべき基本的な技術を学ぶことができる４日間（21時間）の研修を開催します。

○募集人数　20名（先着順）
○開催日時　８月21日(金)、22日(土)、28日(金)　10時～17時
　　　　　　８月29日(土)　10時～16時15分
○開催場所　霧島市国分総合福祉センター（霧島市国分中央３丁目33-10）
○申込締切　８月７日(金)　　
○受 講 料　無　料
○申込方法　申込書にある必要事項について記入の上、①郵送、
　　　　　　②ＦＡＸ又は③グーグルフォームへの入力、いず
　　　　　　れかの方法によりお申込みください。
○お申込み先、お問い合わせ先
　〒890-8517　鹿児島市鴨池新町１－７　鹿児島県社会福祉協議会 福祉人材・研修センター
　　　　　　 　電話（０９９）２５８－７８８８　　fax（０９９）２５０－９３６３

県社協ホームページに掲載の
チラシ・申込書はこちら

グーグルフォームで
申込の場合はこちら

国分支所(本所)

溝辺支所

横川支所

牧園支所

霧島支所

隼人支所

福山支所

相 談 日 開  設  場  所 連 絡 先

第２金曜日

第２水曜日

第２火曜日

第２火曜日

第２水曜日

第１木曜日

第２木曜日

国分総合福祉センター

溝辺ふれあい温泉センター

横川健康温泉センター

牧園福祉センター

霧 島 総 合 支 所

霧 島 市 商 工 会 館

福　山　公　民　館

0995-45-1557

0995-59-2101

0995-72-9717

0995-76-2160

0995-64-8086

0995-42-2256

0995-56-2150
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日　程 時間・場所・内容 定員・料金

７月15日（水） 定　員：１日５組

８月19日（水）

（１組３０分）

９月16日（水）

相談料：無料

10月21日（水）

時間　9：30～12：00
場所　霧島市社会福祉協議会

霧島市国分中央三丁目33-10
霧島市国分総合福祉センター

【相談内容】

・遺言、任意後見、尊厳死宣言など、公正証書の
   作成などに関すること。
・公証人による面談方式。秘密は固く守ります。

※公正証書の作成に関わらない一般的な法律相談は
　受けられません。

「公証人による無料相談会」開催のご案内

鹿児島公証人合同役場と連携し、下記の通り「公証人による無料相談会」を開催しています。

【問い合わせ・申込先】

・霧島市社会福祉協議会成年後見センター（担当：町田、中村、田辺、福留）

0995-45-1557 Mail：kouken@kirisha.jp

一人で悩まず、まずは相談を。

★ 生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 業

霧島市成年後見センターでは、より多くの皆様に後見制度を知って

いただくため地域や事業所等へ訪問します。興味のある方はお気軽に

お問い合わせください。

問合せ先：霧島市役所長寿福祉グループ、障害福祉グループ、霧島市成年後見センター

成年後見制度について

＼学んでみませんか？／

  ４月より担当となりました田辺です。故郷霧島市の為に少しでも恩

返しできるよう誠心誠意ご対応させていただきます。

  低所得世帯、高齢者世帯、障がい者世帯など、生活でお困りの方を

対象に、経済的に支えるための貸付制度です。ご相談対応しながら、

自立した生活を送る事ができるようお手伝いいたします。どうぞよろ

しくお願いいたします。

( (
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社会福祉協議会は、令和８年度から「重層的支援体制整備事業」に取り組みます

社会福祉協議会（社協）は

地域住民の皆さんやボランティアさん、福祉や保健等の関係機関・団体、

その他分野を超えた多様な主体の協力を得て、福祉のまちづくりをめざす民間の組織です。

私たち社会福祉協議会は、地域の皆さんと力を合わせ、「ふだんのくらしのしあわせ」のた

めに、困りごとの相談対応や住民主体の活動を広くすすめる活動をおこなっています。

「地域で気になっているこんなこと」ありませんか？

「誰一人取り残さない」地域共生社会の実現をめざして

複雑化・複合化した課題を抱える世帯を、「分野を超えて包括的に支える

しくみ」をみんなで考え、つくっていくのが重層的支援体制整備事業です。

　 霧島市社会福祉協議会では霧島市から委託を受けて、 重層的支援体制整備事業で以下の

取り組みを実施します

①アウトリーチ等を通じた継続的支援事業

必要な支援が届いていない人・自ら支援を求めることができない人等を把握し、支援を届けます。

継続的な関わりを保ちながら、信頼関係の構築や本人とのつながりづくりを丁寧におこないます。

②参加支援事業

社会とのつながりをつくるため、個別のニーズをふまえた参加メニューを整備し、社会参加の機会

をつくります。

③地域づくり事業

子どもから大人まで、誰もが気軽に安心して通える居場所の確保等、課題を複雑化・複合化させな

いために、地域全体で支え合う環境をつくります。

【お問い合わせ先】

霧島市社会福祉協議会 企画経営課

〒899-4332 霧島市国分中央三丁目３３番１０号

Tel：0995-45-1557 Fax：0995-55-9995 Mail：kirisha1@fork.ocn.ne.jp

！！

血縁・社縁・地縁の希薄化といった、様々

な「縁」からの孤立等、「生活のしづらさ」

が深刻化しています。

ひきこもり・８０５０問題・ヤングケアラ

ー・生活困窮等、既存の制度だけでは対

応が難しく、孤立し、ひとりで苦しんでい

る方々が多く存在しています。

さまざまな課題がいくつも重なったり、家

族に何か課題を抱えたりしたとき、一人

で抱え込み、誰にも相談できずに解決の

糸口が見当たらないご家庭があります。

地域住民を含めた、多様な主体が地域づくりの担い

手として、地域包括ケアシステムの構築に参画してい

くことが不可欠です。

いつも社協活動にご協力いただき

ありがとうございます



　厚生労働省が認知症本人大使

「希望大使」として任命【現在

７名】

　国が行う認知症の普及啓発活

動への参加や協力、会議等への

出席、国際的な会合等への参加、

そして「認知症とともに生きる

希望宣言」等の普及啓発やＰＲ

を行っています。

　都道府県でも地域版希望大使

を任命しており、鹿児島県では

令和５年９月に１名を任命し、

県内で講演等の活動をされてい

ます。

　鹿児島県では希望大使が少な

い実情があります。病気の進行

状況にもよりますが、地域包括

支援センターや県、そして私も

サポートさせていただきますの

で、ぜひ大使になっていただけ

たらと願っているところです。

　「MCIまたは軽度のアルツハ

イマー型認知症」に適用になり

ます。2024年１月頃から鹿児島

県内でも使用されるようになり

ました。

　ただし、この治療も完治させ

るためのものではなく進行を可

能な限り遅らせるための治療に

なりますし、効果は個々でちが

います。

　治療を受けるためには、診断

と使用判定のための検査が必要

です。検査で適用となった場合、

医療費や定期通院など医師とも

しっかり検討のうえ使用となり

ます。

　若年性認知症支援相談窓口に

お問合せくださる方や実際利用

されている方の支援も行ってい

ます。

　ご本人の状態や経済的事情、

地域にある施設や事業所の種類

や利用のタイミングなどもあり

ます。今回のご本人のヨウコさ

んもおっしゃっていましたが、

自分の意志表示ができる時に、

自分や家族が話し合う時間を持

ってみることも必要かもしれま

せん。

　見学などをしたり、情報収集

しておくことも大事だと思いま

す。いざという時に慌てないよ

うに備えることも大事です。

10

認知症地域支援推進員からのお知らせ
　R８年３月８日(日)、国分ハウジングシビックホールにて、認知症講演会『認知症とともに生きる～

新しい認知症観～』を開催しました。講師は、鹿児島県若年性認知症支援コーディネーターの堀之内広

子氏、また、認知症当事者にもご登壇いただき、今の想いなどについて対談され、とても学びの多い講

演会となりました。多くの方々にご参加いただき誠にありがとうございました。

認知症本人大使について

認知症大使って何をするんで

すか？

どうやってなるんですか？

質問①

抗アミロイドβ抗体薬
（レカネマブ等）の治療

レカネマブなどの治療法につ

いて以前ニュースで見ました

が、実際今行っていること

(身近に)を知って、詳細を知

りたくなりました。

質問②

認知症の方に合った
施設をさがす

認知症の人に合った施設を探

すには、どうしたら良いです

か。

質問③

皆さんからいただいたご質問は

講師の堀之内広子氏からご回答

いただきました。

ありがとうございました。

〇若年性認知症相談支援窓口

　（七福神グループ(社)天祐会）

　TEL：099-251-4010

　又は  080-8561-9321

　

〇霧島市地域包括支援センター

　TEL：0995-48-7979

お気軽にお問い合わせください

認知症本人大使

「希望大使」

(厚生労働省)
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　日本赤十字社では、毎年５月から全国一斉に赤十字会員増強運動を展開し、国内外における災害救援救護

活動、医療事業、血液事業、社会福祉事業等の赤十字事業を推進しています。

　鹿児島県支部霧島市地区も市内自治公民館及び自治会へ会員募集と活動資金（会費）へのご協力をお願い

した結果、令和８年５月31日現在で、7,627,500円の活動資金が寄せられました。

　皆様から寄せられた活動資金は、下記のように使われます。

　引き続き、会員募集を行っておりますので、ご協力よろしくお願いします。

救急法等の講習のために 30円

赤十字活動の運営と推進のために 162円

救護活動事業と
看護師等の育成のために 46円

市町村における赤十字活動のために 77円

全国的な赤十字の活動のために 60円

赤十字奉仕団・
青少年赤十字育成のために 49円

赤十字思想の普及のために 74円

社会福祉事業のために 2円

（令和８年度一般会計歳出予算より）

日本赤十字社会員増強運動へご協力ありがとうございます。

皆さまからのご寄付は、次のように
大切に使わせていただきます

募集中の救援金・義援金は、以下のとおりです。
　これまでの累計額と、先の社協だよりで報告以降（令和８年３月１日～令和８年５月31日）の義援金

の内訳を掲載しています。（順不同・敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　◎印は現在受付中

　お寄せいただいた救援金・義援金は、日本赤十字社鹿児島県支部へ送金いたしました。

　皆様のご厚意に深く感謝いたしますと共に、引き続きご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたし

ます。

　なお、募集中の救援金・義援金は、霧島市社会福祉協議会本所・各支所で受け付けております。

中東人道危機救援金 累計 237円
（募集期間：平成27年４月１日～令和９年３月31日）

◎

令和６年９月能登半島大雨災害義援金 累計 761,120円
（募集期間：令和６年９月25日～令和９年３月31日）

◎

令和６年能登半島地震災害義援金 累計 3,906,915円
（募集期間：令和６年１月４日～令和９年３月31日）

◎

令和８年大槌町林野火災義援金 累計 0円
（募集期間：令和８年５月７日～令和８年８月31日）

◎

【国分】
国分募金箱　1,156円

令和７年11月18日大分市佐賀関の大規模火災義援金 累計 31,156円
（募集期間：令和７年11月26日～令和８年３月31日）

バングラデシュ南部避難民救援金 累計 326円
（募集期間：平成29年９月22日～令和９年３月31日）

◎

【国分】
国分募金箱　1,203円

ウクライナ人道危機救援金 累計 650,889円
（募集期間：令和４年３月２日～令和９年３月31日）

◎

イラン及び周辺国人道危機救援金 累計 0円
（募集期間：令和８年３月16日～令和８年５月29日）

京セラ株式会社鹿児島霧島工場
従業員一同様より福祉車両寄贈

　京セラ株式会社鹿児島霧島工場従業員一同様より「京セラ

福祉基金有効活用協議会」を通じて福祉車輌２台の寄贈があ

りました。

　当該車両の寄贈にあたり、４月30日、重田工場長並びに中

重市長臨席のもと、福祉車輌贈呈式を執り行い、本会会長よ

り重田工場長へ感謝状が贈られました。

　寄贈された車両は、福祉サービス向上のため配食事業で活

用しています。
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。
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テ
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。　
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・
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）

　

遺
族
名　
　
　
　

故
人
名

　

遺
族
名　
　
　
　

故
人
名

　霧島市社会福祉協議会は税額控除対象法人として霧島市より認定を受けてお

り、本会への寄付金は税額控除制度の適用を受けることができます。

　控除の対象となるのは2,000円を超える寄付を行った個人及び

法人となります。

　控除を受ける際は、確定申告に本会発行の「領収書」と「税額

控除に係る証明書（写し）」が必要です。

※「税額控除に係る証明書（写し）」は寄付受付時にお渡しいた

　します（本会ホームページからもダウンロードできます）⇒

霧島市社協は税額控除対象法人です

霧島市社会福祉協議会
国分総合福祉センター
ＴＥＬ：４５－１５５７
ＦＡＸ：６４－０６８７

 

ホームページ
ＱＲコードはこちら

　本会へのご意見・

ご要望等ございまし

たら、下記までお寄

せください。
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（
令
和
８
年
３
月
１
日
～
令
和
８
年
５
月
31
日
）

国
分
支
所

趣
味
の
野
菜
　
曽
山四

、
三
八
〇
円

本
所
窓
口　
　
　

四
、
六
三
六
円

高
橋
寿
会
　
亀
井
昇
　

五
、
〇
〇
〇
円

恒
吉
　
英
治　

一
五
、
〇
〇
〇
円

（
有
）海
潟
ド
ラ
イ三

五
、
〇
〇
〇
円

曽
山
　
幸
男　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

（
氏
名
の
み
掲
載
を
希
望
）

（
株
）ア
ル
バ
ッ
ク
九
州
工
場

　
　
　
Ｖ
Ｍ
Ｓ
　
Ｂ
Ｕ

横
川
支
所

横
川
子
ど
も
会
育
成
会

二
、
一
七
一
円

（
氏
名
の
み
掲
載
を
希
望
）

虹
ヶ
丘
自
治
会

福
丸
　
博
征

牧
園
支
所

匿
名
　
　
　　
　

一
、
八
六
〇
円

隼
人
支
所

光
輝
フ
ォ
ト
ハ
ウ
ス
　
仮
屋
裕
香

五
〇
、
〇
〇
〇
円

福
山
支
所

牧
之
原
中
学
校
昭
和
三
十
一
年
三

月
卒
業
生　
　

二
七
、
五
二
九
円

（
令
和
８
年
３
月
１
日
～
令
和
８
年
５
月
31
日
）

　

遺
族
名　
　
　
　

故
人
名

国
分
支
所

三
万
円

平
野
り
つ
子　
　

平
野　

賢
治

有
村
ま
り
子　
　

田
村　

ト
ミ

飯
田
嘉
代
子　
　

中
村
ス
ミ
子

鴇
岡　

吉
子　
　

鴇
岡　

文
雄

馬
場　

正
文　
　

馬
場
久
美
子

馬
場　

光
秋　
　

馬
場
タ
ツ
子

嶺
崎　

良
子　
　

嶺
崎　

幸
男

六
反　

光
一　
　

六
反　

ミ
チ

米
元　

節
子　
　

米
元　
　

明

藤
田　

厚
子　
　

藤
田　

勝
己

匿
名　
　
　
　
　

有
村　

益
男

匿
名　
　
　
　
　

靍
丸　

幸
久

二
万
円

町
田　

信
子　
　

町
田　

信
勇

一
万
円

米
満
加
代
子　
　

大
山　

信
子

泊　
　

伸
一　
　

泊　

利
恵
子

溝
辺
支
所

三
十
万
円

岩
元
ま
ゆ
み　
　

岩
元　

勝
芳

三
万
円

満
塩　

泰
広　
　

満
塩
キ
ク
ヱ

二
万
円

野
間
せ
つ
子　
　

野
間　

春
男

海
老
原
純
子　
　

野
間　

富
子

一
万
円

服
部
美
千
代　
　

塩
入
ト
シ
子

横
川
支
所

三
万
円

益
地　

康
麿　
　

益
地　

順
子

牧
園
支
所

五
万
円

立
山
サ
チ
子　
　

立
山　
　

努

三
万
円

池
田
ヨ
シ
子　
　

池
田　

正
義

川
西　

隆
広　
　

川
西　

光
二

﨑
山　

幸
枝　
　

﨑
山　

忍

有
村
と
み
子　
　

種
子
田
キ
ミ

二
万
円

岩
元　
　

等　
　

池
田　

高
應

霧
島
支
所

五
万
円

厚
地
フ
ヂ
エ　
　

厚
地　

武
人

　

村
ノ
リ
子　
　
　

村　

久
則

三
万
円

西
田　
　

保　
　

西
田
サ
チ
ヱ

南　
　

京
子　
　

南　
　

通

二
万
円

松
元　

育
生　
　

松
元　

久
江

隼
人
支
所

五
万
円

生
田　

泰
子　
　

川
野
ナ
リ
子

三
万
円

井
之
上　

忠　
　

井
之
上
カ
ヨ
子

白
拍
子
明
子　
　

白
拍
子
キ
ミ
エ

松
下　

礼
子　
　

松
下　

春
雄

清
水　
　

寛　
　

清
水　

崚
子

中
村
し
の
ぶ　
　

中
村　

匡
江

二
万
円

佳
元　

明
美　
　

佳
元　

達
延

一
万
円

林　
　

敦
子　
　

林　
　

勝
彦

大
保　

良
惠　
　

大
保　

信
男

福
山
支
所

三
万
円

有
村　

祐
三　
　

有
村　

政
幸

（
氏
名
の
み
掲
載
を
希
望
）

国
分
支
所

匿
名　
　
　
　
　

塚
脇　

レ
イ

匿
名　
　
　
　
　

永
井　

正
昭

市
来　

泰
雄　
　

市
来　

喜
代
子

鎌
田　

善
政　
　

鎌
田　

律
子

横
川
支
所

宮
田
キ
ヨ
子　
　

宮
田　

一
行

隼
人
支
所

里　

て
る
子　
　

里  　

利
廣
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